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祝 辞

恩を感ずる
富山医科薬科大学創設準備委員長
林 勝 次
国立医学教育機関創設準備大学長のとき， 温かいご指導を頂
いた方々のど思は永久に忘れられない。
富山大学長就任早々 の48年7月， 奥野文部大臣を訪ね， 学長
構想を披揮 してど指導を仰いだ。
。和漢薬研究施設の昇格 。経済学部に経営学科・ 経営法律学科を増設 。文理学部を
改組 して人文学部・理学部と し大学院をおく 。工学部移転の問題等。
大臣は唖然と しておられたがお叱りもなく， かえって激励の言葉を頂いた。
10月29日正午どろ， 大臣から電話で「高岡市にいるが， 和漢薬研究施設と経済学部の視
察に大学l乙直行するがよろ しいかJ. Iお待ち しています」と返事 した直後， 県警から「護
衛の問題で， 大臣を大学に入れないようJ との連絡だった。 学内にはまだヘルメットがう
ろついている時であったが， まもなく到着されたので， 施設をご案内し薬学部の屋上で立
山の説明まで申 し上げた。 学長室で休憩のとき「文部大臣になって， はじめて国立大学に
入ったJと感概深く洩らきれた。
49年6月， 中田知事と医科大学の陳情。 I富山は福井のあとだ」と言われ， 翌日， 単身
お訪ね して医科薬科大学で意見一致。
12月永井文部大臣就任. 50年1月大臣折衝の日の3時， 大臣室から後藤大分大学長が出
てきて「大分は百パーセント， 林学長 しっかりやれ」と， 驚いてとび乙むと大臣は， 無言
で指一本出されただけ， 禅問答の極致。
富山医薬大 に準備した敷地は約12万坪， 文部省では7万坪でよい。 5万坪は不要だから
切り出せと強硬な意見。 万策尽き邪道だが. 50年5月大平大蔵大臣に面会 した。 I地面は
広い方がよい。 元来， 日本の大学は狭過ぎるよ」と話された。 森田秘書官のお陰だが， 真
実を吐露すれば必ず通ずるようだった。 多くの方々の乙、恩を心から感謝している。
西洋医学と東洋医薬の融合の
理念に向かつて
前副学長(教育研究及び厚生補導担当)小 津 光
本学が創立十周年を迎えますことを心から慶祝申上げたいと
存じます。
これまでの10年は環境・設備・人材の充実とともに， 建学の
精神の確立にあったと思います。
本学が独自の理念として教育・ 研究面での医学と薬学との一体 的な協力体制の推進を唱
え， さらに西洋医学へ東洋医学を導入して融合をはかり，これ を研究・教育 に生かそうとい
う建学の精神を掲げて参りました。 乙れは内外から多大の支持を受け， 着々とその成果も
あげており， 各方面からも高く評価されております。
本学の創立には長年にわたる富山県の医学教育機関設置の強い要望があり， 乙れと明治
初年以来のわが国で最も古い薬学教育の歴史をもっ富山大学薬学部と， さらには和漢薬研
究所とが一体化して新構想の富山医科薬科大学が昭和50年10月に開学されました。
これまでの医学教育は総合大学の学部か， 単科大学で運営されておりますが， 本学だけ
が全国で唯一 の国立の医学・ 薬学の総合的大学としてユニークな存在となりました。
それだけに建学の理念を確立するうえからも， また組織運営の面でも並々ならぬ生みの
苦しみがあったと思います。 この苦労を一つずつ克服して， 今日の 確固たる基盤を築くこ
とカ王できました。
このようなユニークな構想が実り多きものになるのも300 年以上にわたる「くすりの富
山」の伝統と風土という背景が大きな力となっていることでしょう。
大学のキャンパスの入口に創立当時の永井文部大臣の書かれた論語の「里仁為美」の碑
は， 単なる自然の環境の良さのみならず， 歴史 的環境が仁義に通じるという含蓄ある意義
と思います。
一時期， 本学l乙職を奉じた者として本学の理念に向かつてますます発展されんこと を十
周年にあたって願ってやみません。
創立十年に思う
前副学長(医療担当)小
林 牧
本学創設十年を迎えたこのときに創設理念を 想い出して， ど
れだけその方向に進んだか， 出来たかを確かめ， 次いで新たな
理念の伸展が考えられたならば， その第一歩とすべきであろう
と考えるのも意義のない乙とではなかろう。
従来から俗にー仕事十年ともいわれているが， すべての面で次第に深く広く， 一人では
非常に難しくなっている現在， どうしても共同努力によらねばならない。 本学の新 しい大
きい目的に向かうときには特にそれが望まれる。 それには各自はある程度の我慢を強いられ
るのは止むを 得ないし， 紳士的行動も要 求されると考えられる。
新たに入った方々のために本学の初期の目標をのべると， 大体次の3項になろう。
1. 医学， 薬学共同体制による新分野の開拓， そのーっとして両接点の薬 剤部の充実。
2 .  和漢薬の現代科学的医学的解析による理論的確率， 現代西洋医学との相互作用， そ
れらの診療への適用 のための和漢診療部の設立。
3. これらによる医(療)原性疾患の研究 。
いずれも新天地であり， これらを 進めるには各自 の従来の分野からの方向変換， 脱却を 余
儀なくされることも多々あろう。 乙れは非常に勇気のいることであり， 努力も必要であり，
難しいことでもあるが， 進歩のためには当然なことである。
個人でも， 大学でも， 国家でも， 単に10年経過したからめでたいし尊いのではなく， 10 
年間の業績， これからの新開拓 を 求め得たかが， より大切であろう。
